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リスト管理でショートカット機能を駆使する ドキュメント・ランチャー

主な機能
と特長

メイン画面

-

エクスプローラなどからのドラッグ&ドロップでショートカットを登録し、リストで管理します。

登録したショートカットは自由なグループ分けを行えます。
・・・ お客別にフォルダ分けされてた個々の「企画書」を登録して、グループ企画書とすれば、フォルダぶち抜きの企画書管理ができます。

登録は一般的なデータファイルだけでなく、実行可能ファイルもショートカットファイルも、フォルダも可能です。
・・・ したがって、リスト形式のプログラムランチャーとしても使用できます。

登録したショートカットには一行コメントが書けます。
・・・ 番号や他人が付けたファイル名で内容が分かりづらいときに重宝します。

ファイル固有の拡張子での表示・非表示の切り替えも可能です。グループ名との組み合わせで多彩な絞込みが可能です。

絞込み用の拡張子は、単一でも登録できますが、jpg bmp png gif などをまとめて「静止画」として登録できます。

登録したショートカットの本体ファイルは簡単にコピー(転送)が可能になっています。コピー先は事前に登録しておけます。
・・・ コピーは選んでボタンを押すだけです。フラッシュメモリーなどへのちょっとしたバックアップに重宝します。

登録したショートカットはダブルクリックでウィンドウズ標準で関連付けされたツール(プログラムソフト)で開きます。

ウィンドウズ標準とは別に１つの拡張子に対して４個のツールと関連付けが可能です。
・・・ 静止画ファイルを閲覧用、加工用、印刷用などの別々のツールで関連付けることができます。

動作環境

WindowsXP / Windows2000 +
Microsoft .NET Framework 2.0 以上

ご使用のパソコンの、[コントロールパネル]-[プログラムの追加と削除] 
から  「 Microsoft .NET Framework 2.0 」
の一行で、バージョンが 2.0 以上あれば OK です。

起動書式 /g
DocLaunCS の起動時にあらかじめ環境設定で定められた登録ドキュメントを開きます。
・・・ 起動された時にサウンドを鳴らすといったことが出来ます。

WindowsVista 32bit版
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関連付けと
ドキュメント起動

登録したショートカットを１つ選び、右ボタンクリック。またはメニュー「設定」から 「拡張子関連付けの編集」
・・・ これで選んだショートカットに対する関連付けダイアログ画面が表示

拡張子 txt に対する関連付け編集画面です。 通常ウィンドウズ標準で txt はメモ帳に関連付けされているので
ここでの登録は無意味ですが、登録の例としてみてください。下位の表に最大４個の関連付けされたツールが表示されます。

絞込み用
拡張子登録

-

No1～4 はメイン画面の ①閲覧 ②編集 ③拡張 ④予備 のそれぞれのボタンに対応しています。

-

グループの
割り振りヒント

グループ名の付け方や使い方は自由ですが、フォルダ管理により振り分けられている
次元とは異なった切り口で試してみるのが効果的です。

ファイル管理のフォルダ割付でお客様ごとに割り振られていたら、グループの割り振りは、仕事単位
にする。たとえば、「月末処理」、「企画立案」、「上司への報告書作成」といったグループをつくり、
必要なドキュメントを登録しておくと、仕事のときのドキュメントへのアクセスが楽になります。

登録がなされている番号のボタンは明るく表示されます。また、マウスカーソルをその上に持っていけば登録名が表示されます。

登録ドキュメント
の絞込み

登録ドキュメントの数が多くなると、必要なもののみを表示するようにします。

通常はグループ欄のチェックでほぼ絞り込まれますが、それでも多い場合は、拡張子を
限定して絞り込みます。「00:全て」以外はチェックされてる拡張子のみが表示されます。

グループも拡張子も複数にチェックを入れることができ、組み合わせて利用できるので、
うまく登録されていれば、そうとういい線まで絞り込めると思います。

一般にファイル管理の中のフォルダの割り振り方はファイルの行方不明を防ぐことを第一と
した「安全な保存」のためのやりかたです。たしかにこれが一番大事なことです。

グループ作成に対する
個人的見解

実行ファイルも含めてフォルダによるファイルの保存にはファイルの使用を第一に考えられて
はいません。それゆえに利便性を上げるショートカットが必要でかつ存在しているのです。

ファイルの利便性を上げるようなグループを作成することが肝要だと思います。
そういう意味では、仕事単位というか、「やりたいこと単位」でのグループ作成がお勧めです。
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